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Section 1

アプライドグループ業績報告
（（（（第第第第２２２２四半期累計期間四半期累計期間四半期累計期間四半期累計期間））））
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平成平成平成平成23年年年年3月期月期月期月期（（（（２９２９２９２９期期期期）））） 第第第第２２２２四半期累計期間四半期累計期間四半期累計期間四半期累計期間ＰＰＰＰ/ＬＬＬＬサマリーサマリーサマリーサマリー
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7,9227,9227,9227,922負債合計負債合計負債合計負債合計

3,5263,5263,5263,526固定負債合計固定負債合計固定負債合計固定負債合計

2,5912,5912,5912,591長期借入金長期借入金長期借入金長期借入金

4,3964,3964,3964,396流動負債合計流動負債合計流動負債合計流動負債合計

1,4001,4001,4001,400短期借入金短期借入金短期借入金短期借入金

1,4891,4891,4891,489
支払手形及支払手形及支払手形及支払手形及びびびび

買掛金買掛金買掛金買掛金

２９２９２９２９期期期期

第第第第２２２２四半期末四半期末四半期末四半期末
科科科科 目目目目

11,38211,38211,38211,382負債純資産合計負債純資産合計負債純資産合計負債純資産合計

3,4593,4593,4593,459純資産合計純資産合計純資産合計純資産合計

3,4133,4133,4133,413株主資本合計株主資本合計株主資本合計株主資本合計

＜＜＜＜資産資産資産資産＞＞＞＞
9億37百万円減少。
現金及び預金の減少1億84百万円
受取手形及び売掛金の減少4億31百

万円
敷金及び保証金の減少1億41百万円

11,38211,38211,38211,382資産合計資産合計資産合計資産合計

6,3926,3926,3926,392固定資産合計固定資産合計固定資産合計固定資産合計

4444,,,,159159159159
建物及建物及建物及建物及びびびび構築物構築物構築物構築物
（（（（純額純額純額純額））））

4,9894,9894,9894,989流動資産合計流動資産合計流動資産合計流動資産合計

2,3882,3882,3882,388商品及商品及商品及商品及びびびび製品製品製品製品

997997997997
受取手形及受取手形及受取手形及受取手形及びびびび

売掛金売掛金売掛金売掛金

1,2281,2281,2281,228現金及現金及現金及現金及びびびび預金預金預金預金

２９２９２９２９期期期期

第第第第２２２２四半期末四半期末四半期末四半期末
科科科科 目目目目

＜＜＜＜負債負債負債負債＞＞＞＞
9億56百万円減少。
支払手形及び買掛金の減少5億59百
万円
長期借入金の減少２億52百万円

＜＜＜＜純資産純資産純資産純資産＞＞＞＞
１７百万円の増加
利益剰余金の増加23百万円

平成平成平成平成23年年年年3月期月期月期月期（（（（２９２９２９２９期期期期）））） 第第第第２２２２四半期会計期間末四半期会計期間末四半期会計期間末四半期会計期間末ＢＢＢＢ/ＳＳＳＳサマリーサマリーサマリーサマリー



5

Section 2

アプライドグループの事業展開
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1.マーケット環境

Section 2 アプライドグループの事業展開
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2-1-① パソコンのマーケット環境（国内出荷台数）

IDC JAPANの発表（2010年10月21日）
◇2010年のPC出荷台数は、初の1,500万台超え、過去最高の見込み
◇家庭市場は、オールインワンタイプのデスクトップがミニノートPCに替わり、市

場をけん引
◇ネットブックPCからi-Padなどの端末への移行

国内クライアントPCの出荷台数予測
2005年～2014年（出典：IDC Japan）

2010年国内出荷台数市場

家庭市場
1月～3月 14.3％増
4月～6月 13.5％増

ビジネス市場
1月～3月 35.6％増
4月～6月 13.4％増
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◇2010年のPC出荷金額は、前年比よりもアップしているものの一昨年以前の状

況まで回復できていない
◇出荷台数の伸びはあるが、単価下落の影響が強い
◇ネットブックPCの伸びが鈍化。
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2-1-① パソコンのマーケット環境（国内出荷金額）

パソコン国内出荷金額の推移
国内PC出荷金額
2010年
1月～3月 2256億円
4月～6月 2246億円

2008年
1月～3月 2651億円
4月～6月 2413億円
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2-1-② スマートデバイスのマーケット状況

IDC JAPANの発表（2010年9月29日）
■2010年4月～6月は、前年同期比23.1％増の2,911億円

■メディア・タブレット、スマートフォンが成長をけん引
■2010年は1兆2,800億円、2014年は1兆4,400億円に拡大と予測

成長の要因
(1)iPadにより、メディア・タブレット市場

の急速な立ち上がり
(2)スマートフォン市場の急拡大
(3)ポケットWiFiに代表される3Gパーソ
ナルルーター需要の拡大

国内スマートデバイス市場規模予測、2010年～2014年
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2. アプライド㈱・㈱コムロードの取組み

Section 2 アプライドグループの事業展開
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単位：％
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29期

28期

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

29期 26 .3326 .3326 .3326 .33 28 .1728 .1728 .1728 .17 28 .4428 .4428 .4428 .44 28.2128.2128.2128.21 2 8.752 8.752 8.752 8.75 31.8731.8731.8731.87 33.2033.2033.2033.20

28期 25.07 24.21 26.73 22 .60 19 .55 19.99 20.12
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単位：％4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

29期 14 .5014 .5014 .5014 .50 14 .3014 .3014 .3014 .30 15 .2015 .2015 .2015 .20 15.4015.4015.4015.40 16.7016.7016.7016.70 16.7016.7016.7016.70 16.3016.3016.3016.30

28期 11.90 11.70 11.40 10 .4 0 10 .0 0 10.80 11.10
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単位：千円テクニカルサービステクニカルサービステクニカルサービステクニカルサービス売上高売上高売上高売上高

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

29期 60,51060,51060,51060,510 53,90453,90453,90453,904 51,43451,43451,43451,434 69,84469,84469,84469,844 78,37378,37378,37378,373 78,65478,65478,65478,654 69,13569,13569,13569,135

28期 45,03045,03045,03045,030 46,63946,63946,63946,639 48,12848,12848,12848,128 53,72953,72953,72953,729 50,61650,61650,61650,616 47,87247,87247,87247,872 48,15548,15548,15548,155
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モバイル市場の拡大により、各端末の役割も変化し、IT関連の総合的な

知識が必要になりつつある。

□携帯電話の取扱い拡大（スマートフォン）

□タブレットPCの多様化、新商品の拡大
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インターネット回線もモバイル市場の成長により、ワイヤレスブロードバン
ドへの拡大が急速に展開されている。

□ワイヤレスブロードバンドサービスの提供
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ﾘﾓｰﾄｻﾎﾘﾓｰﾄｻﾎﾘﾓｰﾄｻﾎﾘﾓｰﾄｻﾎﾟ゚゚゚ｰﾄｻｰﾋｰﾄｻｰﾋｰﾄｻｰﾋｰﾄｻｰﾋﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ熱血熱血熱血熱血ｻﾎｻﾎｻﾎｻﾎﾟ゚゚゚ｰﾄﾊｰﾄﾊｰﾄﾊｰﾄﾊﾟ゚゚゚ｯｸｯｸｯｸｯｸ 電話電話電話電話ｻﾎｻﾎｻﾎｻﾎﾟ゚゚゚ｰﾄｰﾄｰﾄｰﾄ

出張出張出張出張ｻﾎｻﾎｻﾎｻﾎﾟ゚゚゚ｰﾄｰﾄｰﾄｰﾄPC救救救救

急隊急隊急隊急隊
出張設置出張設置出張設置出張設置ｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ PC修理引取修理引取修理引取修理引取りりりりｻｰｻｰｻｰｻｰ

ﾋﾋﾋﾋﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ

パソコンパソコンパソコンパソコン 家庭教家庭教家庭教家庭教
師師師師

ﾃﾃﾃﾃﾞ゙゙゙ｰﾀﾘｶﾊｰﾀﾘｶﾊｰﾀﾘｶﾊｰﾀﾘｶﾊﾞ゙゙゙ﾘｰﾘｰﾘｰﾘｰ消去消去消去消去・・・・移移移移
行行行行

組立請負組立請負組立請負組立請負 店頭持込店頭持込店頭持込店頭持込
修理修理修理修理

導入支援導入支援導入支援導入支援 運用支援運用支援運用支援運用支援

障害復旧支援障害復旧支援障害復旧支援障害復旧支援 廃棄廃棄廃棄廃棄リサイクルリサイクルリサイクルリサイクル

学習支援学習支援学習支援学習支援 OEM生産生産生産生産

保守運用保守運用保守運用保守運用

会員制会員制会員制会員制サポートサポートサポートサポート

データデータデータデータ消去消去消去消去
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熱血熱血熱血熱血フルコースフルコースフルコースフルコース

熱血熱血熱血熱血ミドルコースミドルコースミドルコースミドルコース

熱血熱血熱血熱血ライトコースライトコースライトコースライトコース

熱血組立熱血組立熱血組立熱血組立ｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋｻｰﾋﾞ゙゙゙ｽｽｽｽ
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単位：％4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 想定月

29期 26 .3326 .3326 .3326 .33 28 .1728 .1728 .1728 .17 28 .4428 .4428 .4428 .44 28.2128.2128.2128.21 2 8.752 8.752 8.752 8.75 3 1.873 1.873 1.873 1.87 33.2033.2033.2033.20 40 .0040 .0040 .0040 .00

28期 25.07 24.21 26.73 22 .60 19 .5 5 1 9.99 2 0.12
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関西関西関西関西・・・・中四国中四国中四国中四国ブロックブロックブロックブロック

関東関東関東関東ブロックブロックブロックブロック

特機西日本特機西日本特機西日本特機西日本

特機関東特機関東特機関東特機関東

外販外販外販外販・・・・・・・・・・・・東京東京東京東京・・・・大阪大阪大阪大阪のののの人員増強人員増強人員増強人員増強

SI&特機 売上高
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キオスクキオスクキオスクキオスク端末端末端末端末
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ECサイト
家電家電家電家電・・・・グルメグルメグルメグルメ・・・・
アパレルアパレルアパレルアパレルなどなどなどなど
ののののｼｮｯﾋｼｮｯﾋｼｮｯﾋｼｮｯﾋﾟ゚゚゚ﾝｸﾝｸﾝｸﾝｸﾞ゙゙゙ｻｲﾄｻｲﾄｻｲﾄｻｲﾄ

ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｻｲﾄ
会社概要会社概要会社概要会社概要
事業内容事業内容事業内容事業内容
施工実績施工実績施工実績施工実績
採用情報採用情報採用情報採用情報などなどなどなど

医療機関
病院概要病院概要病院概要病院概要
診察科目診察科目診察科目診察科目
施設紹介施設紹介施設紹介施設紹介
健診健診健診健診のののの紹介紹介紹介紹介

採用情報採用情報採用情報採用情報などなどなどなど

大学サイト
学部学部学部学部・・・・学科学科学科学科・・・・ｺｰｽｺｰｽｺｰｽｺｰｽ
研究室研究室研究室研究室・・・・ｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰｾﾝﾀｰ
ﾌｫｰﾗﾑﾌｫｰﾗﾑﾌｫｰﾗﾑﾌｫｰﾗﾑ・・・・部活動部活動部活動部活動
講座紹介講座紹介講座紹介講座紹介などなどなどなど
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3. ㈱フィールテックの取り組み

Section 2 アプライドグループの事業展開
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SP商品売上高推移商品売上高推移商品売上高推移商品売上高推移（（（（4-9月累計比較月累計比較月累計比較月累計比較））））
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新感覚のオリジナルヒット商品が続々登場新感覚のオリジナルヒット商品が続々登場
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４．アプリケイツ㈱の取り組み

Section 2 アプライドグループの事業展開
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WEB製作製作製作製作のののの売上売上売上売上とととと件数件数件数件数のののの推移推移推移推移（（（（2009年年年年10月月月月～～～～2010年年年年10月月月月））））
単位：千円

安価なWEB作成プラン

の提供により、大学・研
究室を中心に受注件数
が増大、

オプションプランの提供
により単価アップ

単位：件
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おおおお得得得得ななななパッケージパッケージパッケージパッケージからからからからカスタマイズカスタマイズカスタマイズカスタマイズまでまでまでまで顧客顧客顧客顧客にににに合合合合わせたわせたわせたわせた提案営業提案営業提案営業提案営業

大学研究室を紹介するポータルサイトの立ち上げ

タイ国貿易センター日本語サイト ファッション系ECサイト 病院・クリニックサイト 会社案内サイト

全国の2００件を超える研究室を紹介、続々登録追加掲

載中！
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デジタルサイネージデジタルサイネージデジタルサイネージデジタルサイネージやややや電子電子電子電子POPなどのなどのなどのなどのコンテンツコンテンツコンテンツコンテンツ制作制作制作制作

動画、静止画、文字情報など顧客の要望に応じて効果的なコンテンツの制作



42

５．㈱シティ情報ふくおかの取り組み

Section 2 アプライドグループの事業展開
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出版物出版物出版物出版物・・・・WEB様様様様々々々々なななな角度角度角度角度からからからから顧客満足顧客満足顧客満足顧客満足をををを追求追求追求追求するするするする

食ベログチケットFukuokaナビ掲載

食ベログとFukuokaナビ活用提案

病院ナビ

家づくりの本
定期刊行

月刊誌への掲載
月刊誌への掲載

家づくりNet

MOOK本本本本のののの企画企画企画企画・・・・発刊発刊発刊発刊 Fukuokaナビ

Fukuokaナビモバイル

ニューオープン販促企画

病院病院病院病院のののの紹介紹介紹介紹介・・・・イメージイメージイメージイメージ戦略戦略戦略戦略

住宅建築住宅建築住宅建築住宅建築リフォームリフォームリフォームリフォーム業界業界業界業界のののの販促販促販促販促

飲食店飲食店飲食店飲食店・・・・ショップショップショップショップのののの販促企画販促企画販促企画販促企画

月刊誌
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キオスクキオスクキオスクキオスク端末端末端末端末デジタルサイネージデジタルサイネージデジタルサイネージデジタルサイネージ

デジタルデジタルデジタルデジタル商品商品商品商品によるによるによるによる販売促進販売促進販売促進販売促進のののの提案提案提案提案

デジタルデジタルデジタルデジタル販促商品販促商品販促商品販促商品
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■■■■デジタルサイネージレンタルサービスデジタルサイネージレンタルサービスデジタルサイネージレンタルサービスデジタルサイネージレンタルサービス

デジタルサイネージデジタルサイネージデジタルサイネージデジタルサイネージのののの具体的具体的具体的具体的なななな展開展開展開展開①①①①

レンタルシステムレンタルシステムレンタルシステムレンタルシステムのののの差別化差別化差別化差別化
1. オリジナル価格訴求モデルなので低価格で導入が可能。
2. シティ情報ふくおかが持つ大量のコンテンツ素材の使用が可能。
3. WIFI機能搭載でワイヤレスで簡単にコンテンツの変更が可能。
4. スペースにあわせ、効果的な大きさの機器の選択が可能。

デジタルデジタルデジタルデジタル絵画絵画絵画絵画

■■■■デジタルサイネージデジタルサイネージデジタルサイネージデジタルサイネージ活用事例活用事例活用事例活用事例

宿泊施設のロビー 病院の待合室 金融機関の呼び出し

店舗内の案内 屋外看板 駅構内での巨大スクリーン
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マッチングマッチングマッチングマッチングSaleシステムシステムシステムシステム

紹介紹介紹介紹介・・・・仲介仲介仲介仲介

シ
テ
ィ
情
報
ふ
く
お
か
・
プ
レ
ビ

全
国
の
卸
売
業
者
・
通
販
サ
イ
ト

お
客
様
（
個
人
消
費
者
・
法
人
ほ
か
）
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６．㈱プレビの取り組み

Section 2 アプライドグループの事業展開
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35,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

単位：千円

卸販売事業開始以降卸販売事業開始以降卸販売事業開始以降卸販売事業開始以降のののの売上推移売上推移売上推移売上推移

通販業界通販業界通販業界通販業界のののの売売売売れれれれ筋商品筋商品筋商品筋商品のののの美容家電美容家電美容家電美容家電をををを中心中心中心中心にににに
卸販売卸販売卸販売卸販売をををを強化強化強化強化
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• 海外輸入商品の充実

• デジタル関連雑貨、美容・健康器具の販売拡大



50

Section 3

平成23年3月期の見通し



51

Section 3 平成23年3月期の見通し
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• 本資料につきましては、今後の経営戦略に関する情報提供のみを目的としたものであり、
当社が発行する有価証券の購入や売却を勧誘するものではございません。

• 本資料の中で記述しております将来の動向や業績等に関する見通しは、目標や予測に
基づいており、確約や保障を与えるものではございません。実際の業績は、予測しえな
い経済状況の変化など、様々な要因により、見通しとは大きく異なる結果となる可能性が
ございます。将来の業績に影響を与え得る重要な要因には、当社を取り巻く経済情勢、
社会的動向、当社の商品・サービス等に対する需要動向による相対的競争力などがあ
ります。

• 本資料の中で記述しております事項は、資料作成時点における当社の見解であり、今後
予告なく変更される場合がございます。

• 本資料利用の結果、生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。

• 本資料につきましては、今後の経営戦略に関する情報提供のみを目的としたものであり、
当社が発行する有価証券の購入や売却を勧誘するものではございません。

• 本資料の中で記述しております将来の動向や業績等に関する見通しは、目標や予測に
基づいており、確約や保障を与えるものではございません。実際の業績は、予測しえな
い経済状況の変化など、様々な要因により、見通しとは大きく異なる結果となる可能性が
ございます。将来の業績に影響を与え得る重要な要因には、当社を取り巻く経済情勢、
社会的動向、当社の商品・サービス等に対する需要動向による相対的競争力などがあ
ります。

• 本資料の中で記述しております事項は、資料作成時点における当社の見解であり、今後
予告なく変更される場合がございます。

• 本資料利用の結果、生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。

■本資料に関して


